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札幌の平地積雪断面測定資料報告

昭和 54-55年および55-56年冬期

遠藤八十一・秋田谷英次

(低温科学研究所)

橋本雅之・堀内康光

内藤明男・広田雅雄

(北海道大学大学院理学研究科)

(昭和57年 1月受理)

1.緒言

札幌の平地積雪の断面観測は，昭和38-39年冬以来毎年行なわれている。この報告は，昭和

54-55年冬および55-56年冬に実施された積雪断面観測の結果をしめしたものである。観測は，北

海道大学低温科学研究所の裏庭で行なわれた。観測項目及び方法は，前の報告1・2)と同じである。

1.観測結果

昭和 54-55年冬および 55-56年冬に行なった積雪断面観測の結果は，各々第 l表および第2表

に示されている。表中の第2列「成層図Jに用いた記号の意味は，第3表に示されている。第 1表

および第 2表の第3列「高さ HJは，地面からの高きのことで，密度 G，硬度R，雪温 Ts及ぴ含

水率 W を測定した位置を示す。密度測定には常に高さ 3cmの角型サンプラーを使用したので，密

度測定の位置H としては，サンプラーの上辺の位置で表わすことにした。それゆえ，例えば第 1表

3行目の「高さ 8cm，密度0.12gjcm3Jの表示は，地面から 8-5 cmの積雪の密度が0.12gjcm3

であったことを示している。硬度測定の位置は，木下式硬度計を置いた位置で表わされている。第

8列に記した平均密度 Cは，スノーサンプラーで測定した全積雪水量Hwをその場所の積雪深で

割算して求めた値である。気温 Taは，断面観測時の気温である。

なお，参考のために，昭和 54-55年冬および55-56年冬の日最高気温，日最低気温，積雪深を

第1図および第2図に示しておいた。日最高，最低気温は札幌管区気象台ト5) 積雪深は低温科学研

究所における値である。図中の白丸は断面観測を行なった場所の積雪深である o
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2 遠藤八十一・他

第 1表 昭和54-55年冬の積雪断面観測の結果

年月 日 成 層 図 高 さ 宮、 度 硬 度 '雪 1且 含水率 全積雪水量 :Hiω

H寺 刻 粒 信主吾ヨ 高 H G R Ts W 平均密度 :c

測定者 度 質 さ cm g/ cm' g /cm' ℃ % λヌ(¥ t品:日

1979 

ab-い主「1+王1l1H m o 0 

14 10 6.1 Hω=1.6g/cm' 

xn - 28 10 -3.0 G =O.l1g/cm' 

15hOOm 8 0.12 

1、土E 藤 。 0.0 

1980 23 14 -6.6 Hw =3.9g /cm' 

16 22 0.15 百=0.17g/c附

10h30m - H 
cm 

20 -6.9 Ta=-5SC 
.-11 h 30m 18 0.15 
a I -+ + 20 

ー一:.. :.. 14 22 
ab 
ab 一。。 10 11 0.26 -3.0 

bc ロロ 4 0.21 
」一一一 O 。 -0.2 

1980 39 5 一5.0 Hω=5.9g/cm' 

I 25 「一~40 34 0.07 百=0.15g/cm'

11hOOm-
C問、

30 -2.3 
al -+ -+ 

30 12hOOm 24 22 

遠 藤
t-ーー

22 0.19 al:-:- 20 
橋 本

aE・oh『o・-
20 -2.3 

堀 内 10 16 0.28 230 
blo。

内 藤
b ロロ O 

10 0.26 1.3 。 0.0 

1980 37 13 -3.2 Hω ニ 8.3g /cm' 

II - 5 35 0.16 百三0.22g /cm' 

13hOOm- 30 -3.3 Ta =-4.5'C 
40 

r-ー一ーー cm 25 0.17 
a 1::" :.. 
lトーーーー 30 20 3.0 

α シロ 17 550 

cd 性主 20 15 0.29 

bloロ 10 0.8 
lトーーーー 10 
bloロ

5 0.31 

O 
。 0.0 

成層図に用いた記号の意味は、第3表に示されている。高き Hと各測定値との関係は本文参照。高きHの項の

最上部の数字は、観測場所の雪面の位置を示している。
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年月 日 成 層 図 両 き 宮、 度 E更 度 雪 J昆 含水率 全積雪水量 :Hw 

時 $IJ キ立 雪 高 H G R Ts 防F 平均密度 :c
測定者 度 質 さ cm g /cm' g/cm' ℃ % 気 iJii: Ta 

1980 48 38 8.1 Hw=11.2g /口n'

II - 15 
H 

44 0.19 G =0.23 g /cm' 

llhOOm- 日三 cm 36 70 
:..・:..
40 34 0.22 

ーヱ 30 -6.2 
シロ 30 29 0.33 
』ーー....，
ロロ
20 

25 78 

ーす. 22 0.24 i 
ロロ
10 20 -4.0 H一一一

ロロ
14 650 

匡主iO 
10 -1.8 

。 0.0 

1980 101 9 0.0 Hw=20.9g/cm' 

II - 25 93 0.05 (;=0.21 g /cm' 

10h 30m-
.----ーー・ 100 
cm 

90 -2.5 Ta=-4.0
0

C 

12hOOm 。++ 80 76 -4.5 

i室 藤
90 

77 0.14 

f品 本
』一一一 70 3.8 
01+ :.. 80 

内 藤

は立
65 200 

70 63 0.19 

60 -2.9 
01:"。60 

50 740 -2.5 

ト一一一
50 48 0.26 

40 1.7 。。。
40 32 0.28 

ト一一一 30 380 -1目。
bloロ 30 25 0.26 
民主
.20 20 180 -0.8 

bc ロ U

同~! 12 300 

bc 
10 10 520 。目。

ロロ
。 0.0 

」ーーー o 



4 遠藤八十一・他

年月 日 成 層 図 両 さ 宮、 度 !iN! 度 '主・ iJii 含71<.率 全積雪水量 :}[;ω

時 主IJ *~i 雪 高 H G R Ts W 平均密度 :G

測定者 度 質 さ cm g/cm' g/cm' ℃ % Fヌ<¥ 温 Ta

1980 99 22 。。 Hω=30.6 g /cm' 

III ー 5 98 0.13 G=0.31 g /c凶

10" 30m-
「一ー 100
a 1+ + I cm 90 48 -0目2

12hOOm トーー一
90 88 。目12

遠 藤 a 1+ ::- 80 1.4 

堀 内 ト一一 80 76 600 

広 回 73 。.29
a 10 0 70 

70 -0.9 

』一一一
60 

61 。.42 1900 
bc -・q ~ 60 。7
cd • • 50 52 0.39 

直コE 50 -0.2 
。。 40 

47 1600 
r--- 40 0.40 0.0 cd -・ 30 b 同-- 32 0.47 1100 

b |202 0 :20 30 0.0 

bc ロロ 24 0.34 450 

一 10 20 。。
bc 。ロ

16 
O 

0.28 220 

10 400 0.0 

4 0.37 

。 0.0 
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年月 日 成 層 図 両 さ密 度 E更 !支 雪 J且 含水率 全積雪水量:Hw 

時 主IJ キ:JL 雪 高 H G R Ts w 平均官、度 :G

測定者 度 質 さ cm g/c耐 g /cm' ℃ % 気 J孟:7.α

1980 95 35 0.0 HW=35.2g/cm' 

III - 15 90 -2.1 G=0.37g/cm' 

llh30m-
，...H 

88 0.22 Ta=十2.7'C
cm 

..--幽ーー‘ー

a 1+ + 90 
84 600 

』一一一 80 -4.9 

。。。 80 78 0.37 

一 73 100 
b ロロ 70 70 0.19 3.7 
一
60 

62 4600 
cd • • 60 l.3 

tトーー『 50 58 0.44 
d 1. • 

50 0.37 0.5 
Iトーーーー
40 40 300 0.3 

cd • • 38 0.46 
30 

30 1000 0.1 

ト一一一回
20 28 0.50 

b I .。
炉-ーーーーー-

20 0.0 
cd 主三 10 13 0.33 
cd • • 10 。。
」一一 O

7 。.40
。 0.0 

1980 81 70 6 Hwニ 36.0g /cm' 

III - 25 80 0.28 G=0.44 g /cm' 
H 

llhoom-
r-ー・』ーーーー

73 3100 
80 

12h 30m d ・・ cm 70 0.47 
』ーー
cd -・ 70 67 150 
トーーー i

62 0.27 14 blo。
ド一一一 60 55 1400 
cd • • 53 0.45 
lドーーー 50 
cd • • 43 0.38 。℃
lトーーーー 40 32 0.42 2500 

23 0.53 

c ・・ 30 18 0.45 1300 

10 0.34 
ー一一 20 
C I • • 4 0.41 

c 』一一一 10 
cd 」.Li• 
bc • • 』一一 o 
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年月 日 成 層 図 高 き 密 度 硬 度 を主骨ヨ v哩臼 含水率 全積雪水量 :Hiω

日寺 ttJ 事立 雪 高 H G R Ts w 平均密度 :G
i~IJ 定者 度 質 さ cm g/c耐 g/c附 ℃ % 先ヌゴL J昆:Ta 

1980 33 。.40 140 23 Hw=15.8 g /cm' 

N - 5 H 23 0.48 G=0.48g/cm' 
「・・『ーーーー
cm 。℃

d 1. • 30 
15 0.49 18 

11 700 
』ーー一
cd -・ 20 』一ー一
cd • • ー一一ー 10 
C I • • 

」一一....L.O

一一
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第 2表 昭和55-56年冬の積雪断面観測の結果

年月 日 成 層 図 高 き 密 度 硬 度 雪 1品 含水率 全積雪水量:Hw 

時 売j 粒 雪 高 H G R Ts w 平均気泡 :G
測定者 度 質 さ cm g /cm' g /cm' ℃ % 3ft. J昆:Ta 

1980 37 9 -0.4 Hω=6.2g/c耐

XII - 25 H 34 0.12 G=0.17g/cm' 

llhOOm-
「ーーーーーー cm 

30 -l.1 Ta=+0.7'C 

12hOOm 01+ + 
30 28 0.10 

遠 藤 20 l.4 

ト一一ー
20 

17 150 
G ・~‘~ 

10 13 0.22 

bEo  
10 -0.8 

6 0.29 。 0.0 

1981 39 4 0.4 Hωニ 6.9g/cm'

I 6 ー--r40 38 0.03 Cニ 0.18g/cm' 

l1hOOm- 01+ + 
C円、

30 10 l.9 

30 28 0.12 
a 1:，.. :，.. 

遠 藤
20 

20 0.29 3.0 

秋田谷 bc 一. . 16 130 
b ロロ
1闘・--10 10 0.29 l.0 
bloロ

8 470 
0~0 。 0.0 

1981 47 7 -4.5 Hω=10.6g /cm' 

I - 16 50 45 0.12 Gニ 0.23g /cm' 

一 CIT、
llhOOm- 40 4.2 Ta=-4.5'C 

01+ :.. 40 
30 180 3.4 

〕‘土墨 藤 ー・ーー 30 
29 0.25 

01:..‘ ~ 22 110 
一
bloロ 20 20 0.24 l.9 

卜- 14 0.26 130 
bc ロロ 10 
ト一一一 10 0.4 
bloロ 6 0.30 400 
」一一一 O 。 0.0 
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年月 日 成 層 図 高 さ 密 度 百更 度 弓-ョ? J品 含水率 全f~i雪水量 :Hw

H寺 玄リ 壬子伝三1 高 H C R Ts W 平j:~J 宮、!支 :G

ifllJ 定者 皮 質 さ cm g /cm' g /cm' ℃ % ~\ J品:Ta 

1981 101 10 -4.6 Hωニ 2l.1g /ιm' 

I - 28 98 0.06 Cニ 0.20g /cぽ

llhoom- 90 -4.3 
「一一一 100 

13hOOm C町、 85 0.08 

a 1 + + 90 80 88 5.8 

遠 藤 75 0.19 

←一一一ー 80 70 -5.4 
a 1 + ;... 

67 0.14 
-・・ー司 70 

65 88 

al;... ;... 
60 

60 -4.4 

55 0.17 

一 50 50 130 -3.0 

alO。 45 0.23 
ーーーー 40 

40 -2.4 alo。
四.... 戸、+喝同砂

30 
38 0.28 

b ロロ 32 110 

ロロ 20 30 -1.4 

b ロロ 28 0.27 

c r圃ロ・・・圃ロ..... 10 20 -1.4 

c ロロ O 16 0.28 200 

10 -0.2 

8 0.29 240 

。 。。
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年月 日 成 層 図 前 き宮、 度 石更 度 雪 J昆 含水率 全積雪水量 :Hw

時 刻 キ立 雪 高 H G R T:旨 w 平均密度 .G
測定者 度 質 き C百1 g /cm' g /cm' ℃ % IたゴL J品 :Ta 

1981 90 12 l.5 Hz刀=23.6g/cm' 

II 4 88 0.11 G=O. 26 g /cm' 
r--ーーーーー 90 

80 0.19 120 l.1 Taニ 0.70C
+ + cπ1 

遠 藤 ト+ー・h
80 

70 ~3.2 

:・-:-
秋田谷 65 0.25 370 

ーー--

70 60 ~2. 7 
01:-。

58 1700 

ーー--
60 55 0.32 

QIO。50 50 一一2.2

42 1200 
--ーー
40 40 0.33 ←l.8 

Qlo。
30 390 l.4 

ド時時噌 30 28 0.29 
b ロロ

20 0.39 ~l. 0 
-・--20 :陪Z 13 0.32 390 

c匝z 10 10 0.7 

bc ロロ 。 。。
O 

1981 79 0.34 120 一l.2 Hwニ 24.6g/cm' 

II ~ 14 

E言
70 ~l. 3 Gニ 0.31g/cm'

G c crT1 
67 280 

Q~70 
65 0.27 

QIO。 60 l.8 
60 

-・--- 55 0.32 1000 
010 0 
-ー-- 50 50 l.5 

QIO。 45 0.35 2100 

-・--
40 40 l.5 

QIO。 35 0.35 2000 

b片τ
30 

30 l.4 

----20 
bloロ

25 0.30 750 

-ー-- 20 0.8 
b ロロ
ト+-+-
10 13 0.31 600 

bc ロロ
」一一 O

10 ~0.5 

。 0.0 



10 遠藤八十一・他

年月 日 成 層 図 両 さ 密 度 硬 度 骨主ヨ三ト J昆 含水率 全積雪水量 :Hw

時 ~J 粒 雪 高 H G R Ts w 平均密度 :G
isrJ 定者 度 質 き cm g /c耐 g /cm' ℃ % 気 温:Ta 

1981 85 3.4 Hw=27.1 g /cm' 

II - 25 H 
80 0.25 140 -0.8 G=O .32 g /cm' C円、

14h30m- ai]:!三 71 0.20 

15h30m a 1:.- ::，.. 
80 

70 3.2 

70 60 -3.7 

遠 藤 cd 一， 。-.ー・。 57 0.31 

秋田谷 ab 60 55 1300 
α。。

50 -2.6 
~ -~ -50 
ab 。。 47 0.37 

-・ー.40 40 0.38 3500 -2.2 。b。。
30 0.39 3500 -1.5 

-・・.
30 

ab 。。 20 0.34 880 0.8 

一 10 0.4 
bJoロ20 
ー--- 8 0.34 

b I ?-f}~ ~10 。 0.0 

?高 o

1981 91 18 0.0 Hω=29.8g/ぽ

1II - 7 一 90 85 0.20 G =0.33 g /cm' 

10hOOm- α.. + C円、 80 4.2 

11 h 30m cd • • 80 75 0.31 650 

。。。 70 0.26 -3.2 

遠 藤
ー---70 

60 -2.2 G 。ロ
cd 匡 56 930 
G 60 

53 0.37 

。。。 50 50 -1.7 

40 3200 -1.3 --. -
40 。。。 38 0.40 

_. --
30 

30 3200 -0.7 

ab 。。 28 0.42 
肝H 刊
20 20 0.36 750 -0.3 

bloロ 13 0.41 

ロτ
10 10 -0.3 

bc 
c匡主 o 7 0.35 。 0.0 
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第3表 成層図に使用した記号の説明

積雪の粒度

図記号
粒 度 粒 f歪

---園、
新雪

d < 0.5 mm 
こしまり雪

b 0.5 - 1.0mm 
しまり雪

着色層
C 1.0 - 2.0mm 

氷板

ヨぎら
こしもざらめ雪

しもざらめ雪

d 2.0 - 4.0mm 

E > 4.0 mm 
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